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増殖が起こることが知られている。そこで我々は、
異常増殖能を有する関節リウマチ滑膜線維芽細胞
（RASFs）におけるコリン取り込み機構を明らかに
し、コリン輸送に関与するコリントランスポーター
の分子的実体を解明することを目的とした。
　RASFsは、時間依存性、濃度依存性および Na+
非依存性のコリン取り込み機構を有していた。これ
らのコリン取り込みは、高親和性と低親和性の 2種
類の取り込み機構から形成されていることが明らか
となった。また、細胞外 pHの低下および有機陽イ
オン系化合物によりコリン取り込みは抑制された。
更に、コリン取り込みを阻害する有機陽イオン系薬
物は、RASFsの細胞死を引き起こし、Caspase-3/7
活性の増大を示した。RASFsは、新規の choline 
transporter-like protein-1（CTL1） お よ び CTL2 の
mRNAが高発現していた。炎症性サイトカインの
一種である TNF-Įを RASFsに作用させるとコリン
取り込みが増大した。
　以上の結果より、RASFsには高親和性の CTL1と
低親和性の CTL2のコリントランスポーターが発現
しており、コリン取り込み作用は、コリン/H+交換
輸送によるものであると考えられた。また、RASFs
におけるコリン取り込みを阻害すると、アポトーシ
スによる細胞死が誘導された。従って、CTL1およ
び CTL2は、RASFsに高発現し滑膜細胞の異常増殖
に関与していることが示唆された。
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【目的】　人工股関節全置換術（以下、THA）にお
いて femoral offset（以下、FO）の減少は、外転筋
力の低下、骨性インピンジメント増大、人工関節耐
摩耗の低下、THA脱臼率増加等に影響することが
報告されている。片側性の変形性股関節症（股関節
症）では、対側（健側）の FOをメルクマークとす
ることができるが、両側性の場合では、術前に適正
な FO値の判断が困難である。そこで今回我々は、
健常股関節における FO値を計測し骨盤形態の計測
値から適正な FO値を推計できるかどうかを検討し
た。
【方法】　当院で 2009年 1月から 12月に脊椎疾患に
て手術を施行した症例の骨盤仰臥位単純 X線正面
像を計測した。臼蓋形成不全（sharp角 45°以下、
CE角 20°以下）や関節症性変化（関節裂隙の狭小化、
骨棘形成など）を認める症例は除外した。78例 78
関節を対象とした。年齢平均 60.3±19歳（18～85
歳）、男性 44例女性 29例、身長 162.9±10.1 cm、
体重 63.9±10.6 Kgであった。FO値は大腿骨骨軸と
骨頭中心との距離で計測し、骨盤形態の計測は横軸
の指標として涙痕間距離、骨盤腔横径、骨盤幅、骨
頭外偏距離、縦軸の指標として骨頭上偏距離、骨盤
腔縦径を計測した。
【結果】　FO値は男性（M）女性（F）男女合計（T）
の順に、M ; 35.8±5.9 mm、F ; 32.0±4.9 mm、T ; 34.3
±5.8 mm、外転筋レバーアームM ; 57.6±5.6 mm、F ; 
52.0±6.6 mm、T55.3±6.6 mm、涙根間距離、M ; 121.1
±6.9 mm、F ; 127.5±8.6 mm、T ; 123.6±8.2 mm、
骨頭外偏距離 M ; 38.0±3.5 mm、F ; 33.4±3.0mm、
T ; 36.2±4.0 mm、骨頭上偏距離M ; 15.3±3.3 mm、
F ; 15.0±4.4 mm、T ; 15.2±3.8 mmで計測値のバラ
つきが大きかった。涙痕間距離と FO及び外転筋レ
バーアームには相関関係を認めた。骨頭上偏距離、
骨盤腔縦径と FO値には相関関係を認めなかった。
【考察】　FO値は症例によりバラつきが大きいため、
術前計画では個々の症例に応じた検討が必要であ
り、特に両側の股関節症では涙痕間距離が FO値の
指標の一つになる可能性が示唆された。
17
